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┌─┐
｜１｜ U-22プロコン2016_最終審査会の様子、コメント公開しました
└─┘━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

U-22プログラミング・コンテスト2016公式Webサイトにおいて、入選作品概要
や最終審査会の模様、さらには受賞者コメントを公開しました。

さらに、各受賞者から、コンテストに参加した感想をいただきました。開発
までの経緯や開発途中の悩み、さらに他の受賞者から受けた刺激など、様々な
体験談が盛り込まれています。中には来年挑戦してみようかと思う方へのメッ
セージなどもございますので是非ご覧ください。
また、受賞作品の中には、既に世に公開している作品もあります。受賞者た
ちの作品ダウンロードするなど、体験してみても良いかもしれません。
詳細は公式Webサイトへ！！

▼U-22プログラミング・コンテスト2016 公式Webサイト
http://www.u22procon.com/

▼2016年レポート
http://www.u22procon.com/index.html#results

┌─┐
｜２｜ U-22プロコン2016_審査委員コメント公開しました
└─┘━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

U-22プログラミング・コンテストを審査した委員の皆様からコメントをいた
だきました！メルマガでは一部をご紹介させていただきます。

◇実行委員長 青野 慶久（サイボウズ株式会社 代表取締役社長）

今年はなんと過去最多の応募数。大いに盛り上がりました。
こだわりの3Dグラフィックで会場をうならせた「Project Stinger」をはじめ、
実用モバイルアプリからIoT時代の軽量OSまで幅広いジャンルの作品に触れ、
若い世代の力をひしひしと感じた次第です。日本でもプログラミングの義務教
育化が叫ばれる中、「作りたいものを作る」というクリエイティブ精神をこれ
からも大事に、社会を変えるソフトウェア開発に期待しております。来年も楽
しみにしています！

◇審査委員長 筧 捷彦（早稲田大学 名誉教授）

今年も小学生・中学生から経済産業大臣賞の受賞者が出てきました。同時に、
プロを目指すコースに学ぶ人たちの中からもこれらの受賞者が並びました。素
晴らしいですね。来年以降、これに刺激されて高校生・大学生の中からも同様
の受賞者が出てくることを期待しています。



◇審査委員 夏野 剛（慶応義塾大学 政策・メディア研究科 特別招聘教授）

昨年度の大臣賞・局長賞に3人の小学校6年生が入賞するという出来事に続き、
本年度はなんと小学4年生が大臣賞という大大事件が起きました。両親もほ
とんどプログラミングをやらないのに、自らコーダー道場などに通ってほぼ
独学でプログラミングを学び、8歳で大臣賞を受賞するというのはまさしく画
期的な出来事で、今後必須化されるプログラミング教育で何を教えるべきか
という大きな問いかけを我々業界関係者に投げかけました。ただ、受賞された
二ノ方さんと昨年小学校6年生だった青山さんが中学1年生で大臣賞受賞という
栄誉は間違いなく日本全体のプログラミング能力の高さを象徴する出来事です。
大いに誇りたいと思います。また小・中生だけでなく、大臣賞（総合）の
Project Stingerを始め高・大・専門学校の先輩たちも高いレベルのソフト
ウェアを応募していただき、入選作品の選定に審査員一同頭を悩ませました。
応募されたすべての方々に、本コンテストの成果を誇っていただくと共に、
どんどん新しい世界にチャレンジしていってもらいたいと思います。
未来は大人ではなく、U-22の皆さんの手の中にあるのですから。

◇審査委員 まつもとゆきひろ（Rubyアソシエーション 代表理事 理事長）

インターネットの普及とオープンソース・ソフトウェアなどで誰でもソフト
ウェア開発の深い知識と経験が得られるようになった影響で、若い人たちの
開発力は過去とは比べ物にならないほど向上しています。U22プロコンでも若
い人たちが応募してくるソフトウェアは発想にも実装にも驚かされるばかり
です。自分が彼らの年齢だった頃の実力を考えると、彼らがこれから成し遂
げるであろうことを想像するとすばらしい未来が期待できます。
彼らが、ソフトウェア開発のもたらす「楽しさ」や「ワクワク感」をいつま
でも感じ続けていられるように、環境や社会を整備することが我々先輩たち
の責務だと感じました。

▼その他委員の皆様のコメントはコチラ
http://www.u22procon.com/report/committee.html

┌─┐
｜３｜ U-22プロコンAlumniメンバーズ募集中！
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U-22プログラミング・コンテストでは過去に入選した経験がある方はもちろ
ん、コンテストに応募した経験を持つ方を対象に、Alumniメンバーズ（同窓会）
を募集しています。

メンバー登録をすると、来年のコンテスト参加者に向けてメッセージが配信
できたり、最終審査会へ招待することも可能となります。
年齢的にも今年が最後の参加になりそうだ、来年の最終審査会・懇親会に
参加したい、そんな方は是非ご登録を！！

▼詳細リンク
http://www.u22procon.com/alumni/
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一般社団法人コンピュータソフトウェア協会
U-22プログラミング・コンテスト運営事務局
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TEL：03-6435-5991 FAX：03-3560-8441 E-mail：u22-info@csaj.jp
公式Webサイト http://www.u22procon.com/
▼コンテストの最新情報はU-22メルマガで配信中！

https://www.csaj.jp/u22mailmaga/index.php
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